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論文内容の要旨
【目的】脳の関節的血行再建術は，動脈便化性の虚血性脳血管障害においては，良好な側高11fn行ができ
たとする報告が少なく.この方法は，これまで主としてもやもや姉.の治療において用いられている。血管
吻合による遊離組織移植の手枝を用いて虚血性脳血管障害に対して間接的血行再建術をおこない.この方
法の有効性について検討をこなった。
【ゐ法】 1993年から1995年の期間に血管柄付遊離大綱および筋肉移植を用いた方法で治療をおこなった
成人のもやもや病3例と動脈硬化性の虚血性脳而管障害の患者7OI]を対象とした。そのうち大綱移植を 8
個におこない，筋肉移植を5側におこなった。筋肉移植に用いた筋肉は広背筋を3側に前鋸筋を2側に用
いた。脳血管撮影とダイアモックス負荷脳血流検命を全例で術前術後におこなった。全似jの術前の脳血流
検査では，脳術環予備能の低下を示しており，吉武Tでは梗塞巣は認めないか、小さいものであった。能血
管顕影では主幹脳動脈の閉塞または狭窄がみられた。手術は形成外科的手技を用いておこない移植組織の
栄養動静脈を浅側頭動静脈と端々吻合した。経過観察期間9カ月から35カ月で平均23カ月であった。
【結果】術後の脳血管撮影では.もやもや病症例の全例と動脈硬化性の虚血性脳由管障害の症例におけ
る7側中4側では，移植組織からの側副血行が認められたっまた術後の脳血流検査では全例に脳循環予備
能の改善がみられた。生存している 9例は全例その後能虚血発作なく経過している。合併好としては. 1 
例が術後3日自に心筋梗塞で死亡し 2例で術後に脳梗塞を生じたのまた 1例で移植大綱の血流不全から，
創部感染を牛ーじたω
【結語】血管柄H遊離大綱および筋肉移植を伺いた間接的血行再建術は，もやもや病以外の動脈硬仕性
の虚血性脳血管障害の治療法として症例によっては選択肢のーつになると考えられた。
論文審査の結果の要旨
動脈硬化性の虚血性脳血菅障害の治療に脳の間接的血行再建術が行われる症例があるが，この方法で良
好な側副lfl行ができたとする報仏ーが少なく， この方法は，これまで主としてもやもや病の治療において肘
いられているの今回血管吻合による遊離組織移植の手技を用いて虚血性脳血管障害に対して間接的血行ifj
建術を行いc この方法の有効性について検討をおこなった。
対象は1993年から1995年の期間に血管柄付遊離大綱および筋肉移植を用いた方法で治療をおこなった成
人のモヤモヤ病3例と動脈硬化性の虚血性脳血管障害の患者7OIJat-10例であり，そのうち大綱移植を8側
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におこない，筋肉移櫛を5制1におこなったc 筋肉移転iに用いた筋肉は広背筋を3担1]に前鉛筋を2側に用い
た。手術は形成外科的手技を闘いておこない，移植組織の栄養動静脈を浅側頭動静脈と端々吻合した。経
過観察均j間は9ヶ月から35ヶ月で半均23ヶ月であったυ 目前血符{最;15とダイアモックス負m脳血流検売を全
例で術前1~ï後におこなった。全例の術前の脳血流検査では，脳循環予備能の低下を示しており，脳CTでは
梗案巣は認めないか，小さいものであった心脳血管栂影では主幹動脈の開票または狭窄が認められたc
術後脳血管撮影を行った11側では，もやもや病症例の全例と動脈硬化性の虚血性脳血管障害の痕例にお
ける 7側中4側では，移植組織からの側高IJ血行が認められた。また.術後の脳血流検奇では全例に脳術環
予備能の改善がみられたの生存している 9例は全例その後脳虚血発作なく経過している。合併症としては，
1例が術後3n日に心筋梗塞で死亡し. 2例で術後に脳梗塞を生じた。また1例で移植大綱の血流不全か
ら創部感染を生じたQ
本論文はI血管柄付遊離大綱および筋肉移植を同いた間接的向行再建術が，もやもや病以外の動脈硬化性
の虚血性脳巾管障:左の治練法として症例によっては選択肢の一つで=あることを証明したものである。よっ
て著者は博士(医学)の'芋{立を短与されに値するものと判定された。
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